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いて報告する。第一に、mRNA に組み込むアプタマーの 2 次構造を安定化させ
ることで、より高感度に標的タンパク質の検出が可能となった。この設計戦略
は、天然に存在する RNA から抽出したモチーフ（スプライシング関連タンパ
ク質 U1A、及び幹細胞マーカータンパク質 LIN28A に対するアプタマー）のみ
ならず、人工的に取得されたアプタマ （ー転写因子 NF-κB のサブユニット p50
に結合する人工RNA）に対しても適応可能である。第二に、今回開発したmRNA
スイッチは、内在のタンパク質 (U1A 及び LIN28A) 発現レベルで機能する。
また、その翻訳抑制効率は、細胞内タンパク質発現量と相関することが観察さ
れた。第三に、今回開発した mRNA スイッチは、従来のプラスミド DNA によ
る細胞導入法のみならず、ゲノム損傷のリスクが低い RNA トランスフェクシ




































 なお、本学位授与申請者は、平成２９年 ６月 １日実施の論文内容とそれ
に関連した試問を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
